
職員のみなさまへ 
 

新型コロナウイルス感染症に罹患した場合の対応について 
 

新型コロナウイルス感染症が、政令により「指定感染症」として指定されたこ
とに伴い、新型コロナウイルス感染症に罹患した場合は、以下により対応いただ
きますようお願いします。 
 
１．就業制限 

新型コロナウイルス感染症と診断された場合、感染症の予防及び感染症の患
者に対する医療に関する法律（平成 10 年法律第 114 号）（以下「感染症法」
という。）に基づき、都道府県知事の勧告等により「就業制限」となります。 

 
２．就業制限の期間 

感染症法に基づき、都道府県知事の勧告等による期間とします。 
 
３．罹患した場合の報告 

新型コロナウイルス感染症に罹患した場合には、感染の拡大を防止するため
の措置を講じる必要があることから、速やかに、電話又は電子メール（出勤し
ないこと）により、次に掲げる事項について所属部局の事務部（総務担当者）
に報告してください。 

①  診断日 
②  受診した医療機関 
③  現在の状況 
④  発熱及び咳などの呼吸器症状が現れた日 
⑤  診断日前１ヶ月以内における外国への渡航歴の有無（渡航歴がある場合

は、期間、国名及び都市名） 
⑥  症状が現れた日以降における本学の関係者との接触の状況（授業、会議

等への出席の状況等） 
⑦  今後の見通し等に係る医師等の所見 
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